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序　文

一般府道河内長野美原線は、河内長野市内と堺市美原区とを結び大阪狭山市内の東部を縦断し

ます。ここには狭山藩陣屋跡が所在し、この道路は陣屋のメインストリートである大手筋と重な

ります。

狭山藩陣屋跡は、北条早雲に始まる小田原の後北条氏の末裔が、江戸時代に１万１千石の所領

を与えられ、ここに陣屋を構えました。以来250年、明治のはじめまで12代にわたり維持されま

した。往時の陣屋の様子は明治期に作成された絵図により知ることができます。陣屋跡には、絵

図に描かれた藩主の館や藩庁の施設、藩士の屋敷などの建造物は存在していませんが、陣屋内の

土地区画は当時のままに遺存しています。そして陣屋跡における住宅などの建て替えに伴って随

時発掘調査が実施され、次第にその様相が明らかになりつつあります。

大手筋は、交通量が多く歩行者の安全を確保するために、両側に歩道を設置することとなり、

基本的に南側から順次整備を行っています。それにともなって大阪狭山市教育委員会の協力を得

て発掘調査を実施し、多くの成果をあげてきました。

今年度は、大手筋の北端付近の調査を実施しました。当該地は一般府道河内長野美原線と南海

高野線が交差する場所に当ります。南海高野線の線路敷の下に隧道を掘削し歩道を作るため、比

較的大規模な調査を実施しました。ここでは狭山藩陣屋跡の北端部に所在した北門などの遺構の

検出が期待されましたが、残念ながら土地の改変が大きく遺構の検出は多くありませんでした。

しかし陣屋跡の立地に関する情報を多く確保することができました。

今回の調査は、これまで解明されてきた狭山藩陣屋跡の様相を一層明らかにできたと思います。

この貴重な成果を広く活用いただければ幸甚です。

さらに今回の発掘調査に関連して昨年11月には「復元！狭山藩陣屋跡」と題して、出土品の

「展示会」、「陣屋ウォーキング」や「講演会」を大阪府立狭山池博物館、大阪狭山市教育委員会

と共催で実施し、多くのみなさまに参加いただきました。狭山藩陣屋跡について広く知っていた

だく契機になったものと思います。

調査に当たっては、大阪府都市整備部交通道路室、大阪府富田林土木事務所、大阪狭山市教育

委員会の協力を得ました。調査に理解を示していただいた近隣住民の皆様と併せて深く感謝の意

を表します。引き続き、府民の皆様方には文化財の保護にご理解とご協力いただきますようお願

いいたします。

平成24年３月

大阪府教育委員会事務局

文化財保護課長　野口　雅昭
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例　言

１．本書は、大阪府教育委員会が大阪府都市整備部の依頼を受けて実施した一般府道河内長野美

原線の交通安全事業に伴う狭山藩陣屋跡（大阪狭山市東池尻所在）の発掘調査報告書である。

２．現地調査は、文化財保護課調査第二グループ主査　小林義孝が担当し、平成23年６月27日か

ら７月29日に実施した。遺物整理は、調査管理グループ主査 三宅正浩、同副主査 藤田道子と

小林が担当した。

３．本調査の調査番号は11022である。

４．本書に掲載した遺物の撮影は、有限会社阿南写真工房に委託した。

５．調査で製作した記録資料と出土遺物は、大阪府教育委員会で保管している。

６．本書の執筆・編集は、小林が担当した。

７．発掘調査、遺物整理及び本書の作成に要した経費は、大阪府都市整備部が負担した。

８．本書は、300部作成し、一部あたりの印刷単価は、452円である。
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第１章　調査に至る経過

第１節　調査に至る経過

一般府道河内長野美原線は、河内長野市内と堺市美原区をつなぎ、大阪狭山市域の東部を縦断

する道路である。江戸時代の後北条氏を藩主とする狭山藩の拠点である狭山藩陣屋跡（上屋敷）

のメインストリートである大手筋はこの道路と重なっている。交通量の多い大手筋の歩行者の安

全を確保するためにその両側に歩道を設置することとなり、狭山市教育委員会が継続して発掘調

査を実施してきた。

歩道の幅のみの狭小な発掘調査であるが、それを線的につなぎ合わせ、さらに建物の建て替え

などによって実施した陣屋跡内の発掘調査成果を重ねることで狭山藩陣屋跡（上屋敷）の実態に

迫りうるようになってきた。

今年度は一連の大手筋の歩道設置事業の一環として、その北端部の調査を実施した。当該地付

近では南海高野線と一般府道河内長野美原線が交差し、土手上を走る南海高野線の下を河内長野

美原線が通っている。この交差する部分の道幅が狭く、現状では一車線分と歩道の幅を確保でき

るだけである。このため車両は一車線を使用して片側交互の通行となっており、恒常的に交通渋

滞がおこっている。これを解消するために南海高野線の堤に歩行者用の隧道を造ることとなった。

このため、この工事によって遺構が破壊される可能性のある部分２地点について発掘調査を実

施した。
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第１図　狭山藩陣屋跡の位置　①上屋敷跡　②下屋敷跡
（国土地理院1／25000地形図「古市」2007を使用）

① 

② 



第２節　調査の方法

歩行者用の隧道を建設するために掘削用の施設を設置するが、それによって遺跡が損壊される

範囲の発掘調査を実施した。隧道掘削の重機が発進する線路敷の南西側あたる部分を第１区、到

達する北東側の部分を第２区とした。

しかし発進側も到達側も遺跡を損壊する可能性がある部分が、線路敷の土手にも広がっている

が、この部分の調査は土手に土留め工事などを施した後に実施することとなり、本報告書には掲

載されていない。

第３節　調査成果の公開

今回の調査に関連して狭山藩陣屋跡における一般府道河内長野美原線の歩道設置事業によって

出土した資料を中心にして調査成果を公開する事業を実施した。

本事業は、『復元！狭山藩陣屋』という統一的なタイトルのもと、大阪狭山市教育委員会、大

阪府立狭山池博物館と本教育委員会が共同して三つの事業を開催した。

展示会は、狭山池博物館で11月８日（火）から20日（日）までの会期で開催。出土品や写真パ

ネルなどで陣屋のこれまでの発掘調査成果を概観できるように企画した。会期中の展覧人数は

3872名。

陣屋跡を巡る「陣屋ウォーキング」は町割が遺こる陣屋跡（上屋敷）を専門職員が説明を行い

ながら見学した。11月13日（日）の午前に実施し、参加人数は53名。

また同日午後狭山池博物館では、関連する講演会を開催した。狭山藩陣屋跡の発掘調査の成果

について本府教育委員会と大阪狭山市教育委員会の職員が報告し、植松清志氏（大阪人間科学大

学教授）が「狭山藩の武家住宅について」と題して記念講演を行った。参加人数は82名。

この事業によってこれまで長期にわたって積み上げてきた当該事業にかかる調査成果を体系的

に広く公開することができた。
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陣屋ウォーキングの風景 展示解説（狭山池博物館にて）



第２章　位置と環境

第１節　狭山藩陣屋跡の位置

江戸時代には５万石未満の小藩の拠点は、濠・石垣・天守閣などを造営することは許されず、

藩領内に陣屋を設置した。陣屋の基本的形態は藩主の御殿と政庁を中核にして、その周囲を家臣

が居住する武家屋敷が取り囲むものである。

狭山藩陣屋は近世初頭に設置され、古代に築造され現在にもその雄姿をみせる巨大な溜池であ

る狭山池の東側に展開する。狭山池は、天野川が形成した谷地形を利用し、西側と東側を走る段

丘崖を結んで堤防（北堤）を造営しており、狭山藩陣屋は、狭山池の東側の段丘上に展開してい

る。藩主の館や藩庁や上・中級藩士の屋敷のある上屋敷は狭山池の東北に、藩主の別邸と下級藩

士の屋敷がある下屋敷は狭山池の東側に造られた。

今回発掘調査を実施したのは上屋敷の中央を南北に貫く大手筋の北端部分である。

第２節　狭山藩陣屋の成立・展開・廃止

狭山藩の藩主・北条氏は、関東に覇権を確立した北条早雲の末裔にあたる。早雲に始まる北条

氏は鎌倉幕府の執権・北条氏に対して後北条氏とよばれることもある。北条氏は小田原を拠点に

関東地方を制覇し、四代にわたって隆盛を極めた。

しかし第四代氏政の時に豊臣秀吉の小田原攻め〔天正18年（1590）〕により、氏政は自害。五

代氏直と叔父の氏規は高野山に配流された。秀吉は、氏直の罪を許したが早世したため、養子の

氏盛（氏規の子）に４千石を与える。実父氏規の死後、遺領７千石と併せて１万１千石。ここに

狭山藩が成立した。氏盛が初代藩主となる〔慶長５年（1600）〕。

狭山藩初代藩主氏盛は大坂久宝寺に住んだが、二代氏信の時に領地の池尻村に陣屋の建設を始

める〔元和２年（1616）〕。そして建設中は池尻村庄屋（狭山池池守を兼ねる）田中孫左衛門の屋

敷に滞在。寛永14年（1637）、藩主の御殿を中心とする上屋敷の北半分が竣工し、寛永43（1643)

年には上屋敷の南半分と惣構が完成し、四方門も造営される。三代藩主氏宗の時のことである。

その後、南隣の半田村に下屋敷の建設を開始する〔延宝５年（1677）〕。

狭山藩は狭山池に隣接して陣屋を構えながら狭山藩は狭山池の支配とかかわることはなかった。

田中孫左衛門は狭山藩領の池尻村の庄屋として狭山藩の支配を受けるが、一方で狭山池の池守と

して幕府に属す両義的な存在であった。上屋敷の南側に当る狭山新宿は狭山池の維持・管理に当

る樋役人が集住する地である。狭山新宿の北半分は狭山藩領に属しながらも幕府が支配していた。

五代藩主氏朝は享保６年（1721）に狭山池と狭山新宿の北半分の支配を認められる。しかし次

の六代藩主の時代には再び召し上げられることとなる。

天明２年（1782）、 大火で上屋敷が焼失する。陣屋跡における発掘調査ではこの時の火災によ
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る焼土層が広範囲に検出される。

1869年（明治２）、狭山藩は廃止。

小規模な旗本領や大名の飛地などが錯綜する河内では領主の異動が激しかった。この中にあっ

て同じ場所に陣屋を維持しつづけた松原の丹南藩の高木氏とともに北条氏の狭山藩は稀有の存在

である。
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第２図　狭山藩陣屋跡と周辺の遺跡



第３節　狭山藩の所領

北条氏狭山藩の1万１千石の所領は河内と近江の各所に分散している。このうち河内国の所領

は、初代藩主氏盛の時期には、丹南郡10ヵ村、錦部郡12ヵ村、河内郡２ヵ村を数える。そして狭

山藩最後の藩主氏恭の時期には、河内国では丹南郡５ヵ村、錦部郡13ヵ村、河内郡２ヵ村に加え

て古市郡２ヵ村、丹北郡６ヵ村、大県郡３ヵ村に展開している。この時期の所領は南河内を中心

に中河内と近江の所領が加わっている。

氏恭の時期の陣屋が存在する丹南郡における所領は池尻村、郡戸村、丹上村、真福寺村、今井

村の５ヵ村である。陣屋が所在する池尻村は1119石を数え、狭山藩の所領である村々の中で最大

規模ではある。しかし同じ丹南郡に属していても他村と面的につながることはない。

ちなみに陣屋の下屋敷の所在する半田村は池尻村に南隣するが、他領であり借地して建設した

といわれる。現在の大阪狭山市の市域の中で幕末の狭山藩領に属すのは池尻村の範囲のみである。

第４節　東池尻と西池尻－陣屋の場所－

狭山の地は、天野川の谷を巨大な堤によって堰きとめた狭山池を中心にして歴史的に展開した。

狭山藩陣屋跡は狭山池の東側の段丘上（東池尻）に所在している。これに対して狭山池に関係す

る遺跡や事物は基本的に西池尻に所在している。

奈良時代に狭山池を改修した行基が設けたという「狭山池院」の所在地については種々説があ

るが、その有力なひとつとして狭山池の北堤の西北の段丘上があげられている。ここに所在する
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第３図　「狭山池惣絵図」（享保年間）にみる狭山藩陣屋



池尻城跡の発掘調査において当該時期に帰属する瓦片が出土したというのが根拠である。

池尻城跡は、南北朝両勢力が対抗する中で、延元３年（1338）と正平2年（1347）にこの地を

めぐって攻防が繰り広げられたことが記録に残る。しかし発掘調査の成果からは戦闘のための一

過的な施設ではなく恒常的な施設（居館）としての池尻城跡の存在が想定できる。南北朝期の池

尻城跡はやはり狭山池と不可分なものである。

狭山在住の末永雅雄博士がはやくから想定されていた、拡張されて馬出などの施設をもつ城郭

として整備された戦国期の池尻城跡についてもその性格は保持されている。

そして慶長期、豊臣秀頼による狭山池の改修時に紀伊出身という伝承をもつ田中孫左衛門が狭

山池池守となり、西池尻に屋敷を構えることとなる。

このように西池尻は狭山池と一体の関係の歴史を刻んできたのである。

そして元和２年（1616）、池尻村を所領とする北条氏狭山藩が東池尻の陣屋を構えることとな

る。狭山池に関わる西池尻を避けたかのように東池尻にその場を求めた。狭山藩250年の歴史に

おいて狭山池の支配に関わった時期は短い。第五代藩主氏朝の時期のみである。

現在、狭山藩を系譜的に引く地方自治体としての大阪狭山市と狭山池と水利権を確保する狭山

池の水利組合の関係にも、この西池尻と東池尻の関係は引継がれているのである。

第５節　狭山藩陣屋の空間構成

陣屋を描いた絵図 狭山藩陣屋の様相を示す絵図は数種類現存している。その中で陣屋の様相

をよく知ることのできるものとして享保年間（1716～1736）に作成された「狭山池惣絵図」があ

る。

狭山池の北堤の北東に上屋敷、池の東岸に下屋敷を描く。上屋敷は、明確な線でその範囲を明

示されており、陣屋の内外を画す何らかの施設の存在を示唆する。陣屋の中央を南北に貫く大手

筋に家臣の屋敷が並び、建物の屋根はほとんど藁葺きである。大手門の外に枡形を設けている。

四方門の内、大手門（南門）は瓦葺きであるが東・西・北の三つの門は藁葺きである。

下屋敷は、いまだ藁葺きの建物がまばらにみられるのみである。

上屋敷を描いた「狭山藩陣屋上屋敷絵図」には、幕末・明治初年頃の上屋敷の様相を読み取る

ことができる。

陣屋（上屋敷）の防御 藩主の御殿を中心とする陣屋は当然外部からの攻撃に備える構造と施

設をもっている。西側は狭山池を望む段丘崖とその縁辺に存在する三つの池（上池・中池・下池）

によって画される。これらの池は実質的に濠の機能をはたしている。大手門のある陣屋の南は狭

山池の除のための水路である東除川を意識して構成されている。自然の要害である自然の地形と

池や用水を巧みに利用して陣屋を設置している。さらにこの絵図には幕末には陣屋防御のために

要所建設された北西・南西・北東・南の4ヵ所の砲台も描かれている。

大手筋（「大町筋」と記す史料もある）を中心に東西方向の「横小路」３条、南北方向の道１
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条によって陣屋を大きく区画している。大手筋は、道幅に変化をつけ、南北の出入口で屈折させ

る「遠見遮断」の構造になっている。ここにも陣屋の防御的性格を読み取ることができる。

陣屋（上屋敷）の区画 また、陣屋内の区画は、道路による長方形街区の形成は未成熟である

が、短冊型地割は実施されている。このような陣屋内部の区画は現在の町並みの中にたどること

ができる。

また、大手筋は中高野街道をはじめ、下高野街道、廿山街道などが上屋敷あたりに集中し、陣

屋で主要な交通路を掌握することができる。

陣屋（上屋敷）の施設 陣屋の西北部に藩主の御殿や米蔵、太鼓櫓、武道所や藩校などの藩主

と藩の施設が集中している。また御殿のあたりが陣屋において最高所を占めている。

大手筋に沿って上級藩士の屋敷が軒を並べる。陣屋の東部、大手筋と平行して南北に走る東小

路のあたりは屋敷の区画は小さく中級家臣の屋敷地が並ぶ。

「小さな城下町」 狭山藩陣屋、とりわけ上屋敷は、小藩の藩主北条氏の拠点であり、藩主の

屋敷（居住空間）を中心に藩の施設と家臣団の屋敷（居住空間）よりなり、自然地形や人工的な

施設によってある程度の防御性をもつ空間である。さらに近隣に藩主や藩士の菩提寺（報恩寺）

などの宗教的施設や商業地域をもつ。並松（なんまつ）地区と呼ばれる商業地域は、上屋敷の南

側から西へ狭山池との間に地区であり、商人や職人が居住し、郷宿・米屋・大工・左官などの存

在が確認されている。

これら陣屋とその周辺の地域が一体となって「小さな城下町」を形成していたのである。

その後の狭山藩陣屋 このような狭山藩陣屋跡も廃藩後、旧藩士の大半はこの地から転出して

しまう。1888（明治21）年の「池尻村地籍図」では、陣屋跡の大半が畑地となっている。ちなみ

に現在狭山藩陣屋跡（上屋敷）の中で「狭山藩陣屋上屋敷絵図」に記された家が同じ場所に現存

しているのはわずかに２軒のみである。

また、陣屋の時代の建造物は陣屋跡の現地に遺っているものはない。しかし陣屋上屋敷の大手

門（北門）は西本願寺堺別院（北の御坊）に明治初期に移築され、御成門として現在もその雄姿

を留めている。

狭山藩陣屋跡（下屋敷） 延宝５年（1677）に建設が始まった下屋敷についても、上屋敷図と

同時に作成された「狭山藩陣屋跡下屋敷図」が遺されている。下屋敷は、狭山池の東岸、池を一

望できる風光明媚の地に営まれている。藩主の屋敷と藩の政庁からなる「御殿」を中心に配置さ

れている上屋敷が、狭山藩の公的な場とするならば、下屋敷の別邸は藩主の私的要素の強い。

下屋敷の外周には狭山池から水を引き込んだ水路で画されており、さらに藩主の御殿の西・南

辺にも水路が描かれている。下屋敷の北部には池を望んで藩主の「御殿」を配し、南部には松が

植えられた「明神山」と呼ばれる築山が存在していた。そしてその二つの区画の中間に、池を背

にした「堤明神」の祠がある。

下屋敷のかなりの部分は「芝地」や「ハタ」（畑）が広がっており、その間に馬場や弓の鍛錬
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をする的場が設置されている。さらに「鉄砲製造所」ともに爆発の危険性のある「硝煙蔵」も存

在していた。そして下屋敷の北東部には下級藩士の屋敷が配されている。上屋敷に描かれた上中

藩士の屋敷に比べて面積は小さい。

廃藩の後、下屋敷跡は、旧藩主北条家より狭山村（当時）寄贈され、ここに昭和13年（1938）

に「さやま遊園」が開園された。以来、平成12年（2000）の閉園まで、約60年間、多くの人々に

親しまれた。

下屋敷跡は、現在、住宅が建ちならび高層マンションも建築されている。これらの建設事業に

先立って大阪狭山市教育委員会によって発掘調査が実施されたが、下屋敷跡についての顕著な遺

構は検出されなかったという。藩や藩主に関わる建物が少なく、下級藩士の屋敷も簡便なもので

あったためと考えられる。

〔参考文献〕

吉井克信「北条氏狭山藩陣屋跡」

（河内の郷土文化サークルセンター見学会『狭山池の歴史を訪ねて』レジュメ　2011年）

小林義孝「河内池尻城跡再考－末永雅雄氏と第３期居館－」

（『狭山池』（論考編）狭山池調査事務所　1999年）
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第３章　調査の成果

今年度の調査は、狭山藩陣屋跡（上屋敷）の北端部分において実施した。明治期に描かれた陣

屋跡の絵図（「狭山藩陣屋上屋敷図」）においては陣屋北門付近に当る。

陣屋跡の北端部には、東北から南西方向に南海高野線の線路が建設され、この敷設工事にとも

なって大手筋（現一般府道河内長野美原線）のルートも若干変更されたと推測される。このため

敷設後の状況と絵図とも重ね合せるのがむつかしく線路敷の南北両側に設置した今回の調査地点

が陣屋のどの部分に当るのかが調査の課題であった。

第１節　第１区の調査（図版１・２・４）

南海高野線の線路敷の南側に線路と平行するように約200㎡の長方形の調査区を設置した。調

査区は北東角と南西角をつなぐ対角線によって上下二段に分けられる。南側の下段部は、当該調

査区に南隣する天理教狭山分教場の何度かの建て替え・改築によって切り下げられ、上段部と下

段部は調査開始時においては70cm前後、地山面上において30cm前後のレベル差をもった。

（１）基本層序

上段は全面に30～60cmの盛土が施されている。その施工は天理教狭山分教場の近年の改修時

であると推測される。

上段部の東部は地山（黄褐色土）面上には近代の盛土（暗灰色礫混土）がみられるのみである

が、西部は、暗茶褐色土（遺物包含層）がみられた。

下段部は、表土を除去すると直ちに地山層があらわれる。

（２）検出された遺構と遺物

上段部西部には遺物包含層（暗茶褐色土）が観察されたが、出土遺物は多くない。この土層が

形成されたのは陣屋が廃絶した後の可能性が高い。

土坑１は、直径約50cm、現存の深さ約10cmを測り、遺物包含層を切り込んで造られており、

土師質の甕の底部が据わった状況で検出された。平底で体部にタタキを施した甕の破片であり、

いわゆる湊焼きの製品である。本来数10cmの高さをもつもので、この遺構が機能していた時点

では、検出面（暗茶褐色土上面）よりかなり上方に生活面が存在していたのであろう。トイレの

遺構の一部である。

調査区北端東西約3.2ｍ、南北２ｍ（検出長）、深さ約1.2ｍの方形と推定される土坑（土坑２）

が検出された。ここからは一部江戸時代にさかのぼる瓦等が出土した。この中には軒瓦の破片

（10～13）や陶磁器片（８・９）も含まれるが、多くは近代の瓦類であった。この中には「○」

の中に「天」の文字を入れた装飾をもつ桟瓦もみられ、現在の天理教狭山分教場の建設に当って

廃棄された、それ以前に存在した建物に葺かれていた瓦類であろう。またこの土坑２の東側でみ
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られた暗灰色礫混土層と土坑の埋土の一部は同じ土層である。

当該調査区には、他にもいくつかの土坑などが検出されたが、いずれも近代のものであり、多

くがトイレ施設に伴う遺構である。今回の調査開始前には当該区の上段部東部に分教場のトイレ

施設が存在しており、土坑１を含めてここにみられるトイレ遺構は、いずれもいろいろな時期の

分教場のものである。

第２節　第２区の調査（図版３・４）

南海高野線の線路敷を北側に越えた場所に設置した面積約30㎡の調査区であり、調査区北西か

ら南東の辺を線路敷で限られた三角形を呈す。

（１）基本層序

調査区の大部分は厚さ15～40cmの現代の盛土が施されており、それを除去すると地山（暗褐

－13－
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第９図　第２区　断面図



色粘土）面があらわれる。調査区の北東部は地山面が低くなり、暗茶褐色粘質土が堆積している。

（２）検出された遺構と遺物

調査区の大部分が近年に削平を受けており、地山面にみられる凹凸は、この時に生じたもので

ある。北東から南西に走る幅約25cm、深さ約19cmを測る溝１は、暗茶褐色粘質土を埋土とする。

本来当該調査区に存在した遺構の痕跡である。

調査区北東部一帯に堆積した暗茶褐色粘質土からは、須恵器片や瓦器片などの小片が出土して

いる（１～７）。
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第４章まとめ

今回の調査においては、狭山藩陣屋跡（上屋敷）の北門付近の様相を明らかにすることを課題

とした。しかし南海高野線の建設や陣屋跡北端付近に建設された天理教狭山分教場の建設とそれ

に伴う造成工事によって、一帯の地形が改変されており、明確に江戸時代にさかのぼる遺構面は

検出することはできなかった。

狭山藩陣屋跡（上屋敷）の北門は、明治初期に描かれた「狭山藩陣屋上屋敷図」と現在の地形

図を重ね合わせると南海高野線の線路の下に位置することになる。ただこの絵図は当然近代の測

量技術によって作られたものではなく、正確に絵図と地形図を照合することはできない。絵図に

描かれた街路や屋敷区画と現地に遺るそれらを比較検討し、ある程度の誤差を前提に想定せざる

をえない。それによると、当該調査区は北門の内側の広場から「舟越仲」屋敷の北東隅辺りに当

る可能性が高いと考える。

当該調査区は、南海高野線と一般府道河内長野美原線が交差する地点にあたり、土手上を走る

南海高野線の下を府道が潜っている。狭山藩陣屋跡（上屋敷）は段丘上に展開しているが、陣屋

跡の北端部付近では、段丘崖が東側に入りこみ、調査地点北側では、府道が緩やかな傾斜をもつ

段丘崖上を走っている。南海高野線と府道の交差も、ここで府道のレベルが下っていくことによ

って生じる高低差を利用していると考えられる。

さらに交差を実現するために府道自体も当該調査区付近で切り下げている可能性がある。その

際に交差地点の南方数十ｍ付近でやや西にルートを振って施工したと思われる。そうすることに

よって地形を十全に利用してよりスムーズに鉄道と道路が交差することをめざしたのである。
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第10図　調査区の位置復元（現在の地形図に「狭山藩陣屋上屋敷図」を重ねる）



近代に実施された工事によって調査区付近、狭山藩陣屋跡（上屋敷）の北端部はかなりの改変

を受けている可能がある。

今回の調査によって明確に陣屋の時代の遺構が検出されなかったことは残念であったが、現在

の陣屋の北端部の変化のあり方をある程度確認することができた。今後、陣屋跡の構成を考える

上でひとつの資料となろう。

また発掘調査に関連して、従前からの調査成果を含めて公開するために開催した『復元！狭山

藩陣屋』の一連の事業は大好評のうちに終えることができた。北条氏の狭山藩陣屋跡についての

大阪狭山市民はじめとする多くの府民に広く関心がもたれていることをあらためて確認した。発

掘調査の成果をいかに公開し活用していくかという課題に対する、新しいその一つの試みとして

評価できよう。
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